
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ａ環境面 
・子供が動きやすく、また集中出来る環境に 
なっている。 
・活動しやすくレイアウトされている。 

Ｂ適切な支援の提供 
・必要な支援がわかりやすく設定されている。 
・丁寧に行っており、成長に繋がっている。 
Ｃ保護者への説明等 
・親身になって丁寧にお話をしてくれる。 
・迅速かつ丁寧な対応をしており、手紙や 

電話等その都度色々と配慮もしてくれて  

いる。 
Ｄ非常時等の対応 
・対応マニュアルをもらい、説明もされている。 
・避難訓練後は家でも振り返りが出来ている。 
E 満足度 
・とても満足している。 
・通うことを楽しみにしており、安心出来る場

所になっている。 

 
Ａ環境面 
・子供が活動しやすい環境作りをしている。 
・子供達にわかりやすい構造化を行い、 
 安全面に留意し行っている。 
Ｂ適切な支援の提供 
・会議等で情報交換・共有を行い、個々への 
支援に関する内容等は職員間で丁寧に検討

がされ、実施出来ている。 
・一人ひとりの発達や課題に応じて、個別・集

団活動を行っている。 
Ｃ関係機関との連携 
・関係機関と情報交換・共有しながら 
連携を図っている。 

Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 
・定期的な面談や保護者会を実施している。 
・相談や申し入れがあった場合は、電話や手紙 
面談等にて迅速かつ丁寧に対応している。 

Ｅ非常時等の対応 
・年 2 回避難訓練の実施や社内研修等で 

しっかりと行っている。 

【共通点】 
 
・支援内容や保護者対応については適切かつ丁寧に行っていることで 
信頼関係の構築、満足度に繋がっている。 

 
 
【相違点】 
 
・特になし 
 
 
 
 
 
 

職員による自己評価 保護者による評価 
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・個々に応じた計画の作成や、支援を 
 しっかりと行っている事で、児童や保護者

の高い評価をいただけている。 
 
・イベントの実施等で体験や経験の機会を 
多く設け、児童や保護者の満足度に繋がっ

ている。 
 

・日々の支援が成長に繋がっている。 

 
・コロナ禍もあり、関係機関との連携が 
 難しかった。今後は訪問等、機会を増やし

ていくよう努める。 
 
・外部研修等の機会を増やしていき、 
 支援の質の向上に努めていく。 
 

分析・検討してみて… 

事業所の強み 事業所の改善点 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 
 
 

初めての自己評価だったが、保護者アンケートのご協力には全員が回答・ご提出をしていただけた。 
職員もアンケートを実施することで教室の強みや改善点等を再認識することが出来た。 

今後もより良い施設運営を心掛け、質の高い支援に努めていきたい。 
また、児童や保護者の満足度をさらに高めていけるよう 

より一層の努力と改善を図っていきたいと思う。 


